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 要  旨 
従来のモードロック型の超短パルス光(~3fs)の生成法はほぼ理論限界を迎えている。そこで新
たなアプローチとして遠共鳴三準位系によるラマン散乱過程を用いた方法が考えられている。1,2)  
遠共鳴三準位系において二波長ナノパルス( 3312.8061  nm 9311.7820  nm)を励起
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